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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 
炉心溶融事故の事故進展の解明及び予測の高度化に資するため、炉心溶

融物の物性測定を可能とする技術の開発を目指す。高温融体の物性測定

において実績のある浮遊法をベースとし、炉心溶融物の中でも物性測定

が困難なボライドと(U,Zr)O2の物性を測定できる技術を開発すること

を目的として、以下の項目を行う。 

１）酸化物試料の粘性及び表面張力評価手法開発 

２）金属系試料の粘性及び表面張力評価手法開発 

２．総合評価 Ｂ ・ガス浮遊法をベースとしたアプローチにより、金属の粘性と表面張力

を測定する手法の開発がなされたことは評価ができる。 

・一方、実デブリの挙動をシビアアクシデントコードで解析する際に

は、ウラン化合物の分析は不可避と思われ、酸化物の分析が出来るよ

うにする必要がある。 

・多くの論文を投稿していることは評価ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


